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愛知池自然観察会 NO.１２８ ２０２３．１１．９ 曇りのち晴れ 最高 23.4 最低 13.7 参加者 11人

←水面に映っているのは雲です。風がなく穏やか

な水面では小さなハジロカイツブリの姿がきれい

に見えました。日が差さないといつもは見える生

きものも見落としがちなのです。日が少し差すよ

うになったら虻やバッタ、チョウなどが姿を見せ

るようになりました。昼に近づくと朝方の雲が嘘

のように消え青空が広がりました。

ハギの残り花

多くは実がついていまし

たが偶然 、

きれいな花

を咲かせて

いました

紅葉する木が少ないなかで目についた木です 。

上左 :マメガキ 上中 :ヤマハゼ 上左 :イロハモミジ

下右 :ナンキンハゼ

下左：サルスベリ

（トラツリアブ）

このもふもふのアブに出会っ

たのは１０月の観察会後でした。

今日は出会えませんでした。４

月頃にはこの仲間のビロード

ツリアブが見られます。幼虫

はセグロイナゴに寄生して育

つと言われています。

セイタカアワダチソウやキダチコンギクなどにやってきま

した。アブの仲間はハエに近い昆虫で、寒さに比較的強いの

で 冬 に 咲 く び

わ な ど の 受 粉

に活躍します。

左上：オオホシヒ

ラタアブ

左下：オオハナア

ブ

右上：キゴシハナ

アブ

右下：ナミハナア

ブ
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植物 (花：ノコンギク多い、キダチコ

ンギク、アメリカイヌホオズキ、、アキノ

ノゲシ、ハルシャギク一株、キバナノ

マツバニンジン一株、シキザクラ、ヒイ

ラギ）、(実：オオバコ、コセンダングサ、

オオニシキソウ、ヒヨドリバナ、ヌマトラ

ノオ、イノコズチ、ダンドボロギク、ノガ

リヤス、トダシバ、ヌカキビ、チヂミザ

サ、ススキ、マメアサガオ、オニドコロ、

カラスウリ、ヤマノイモ実とむかご、ハ

ギ花と実、イソノキ実なくなる、シャシ

ャンボ、クチナシ、ナンテン、イボタ、

サワフタギ、ムラサキシキブ、ミヤマガ

マズミ、マメガキ、ウバメガシ、シラカシ、アラカシ、ヒサカキ、ミツバアケビ実割れ

る、ヘクソカズラ、冬芽（ソメイヨシノ、アラカシ、ヤマモモ、オニグルミ）、昆虫 キ

タキチョウ、ツバメシジミ、ウラギンシジミ、クロコノマチョウ、ツマグロヒョウモン、ガ

幼虫（オオスカシバ、メイガ類）、バッタ類（ツチイナゴ、ショウリョウバッタモドキ、

コバネイナゴ、セスジツユムシ、ホシササキリ）、虫の声（ハラオカメコオロギ、ツヅ

レサセコオロギ、クサヒバリ等）、アキアカネハクセキレイに襲われる、アミガサハ

ゴロモ外来種産卵痕、クサギカメムシ、チャバネアオカメムシ幼虫、ワタアブラム

シの一種、イセリアカイガラムシ、ムネアカアワフキ巣、クロウリハムシ、オオスズメ

バチ、ヒメハラナガツチバチ雄、ドロバチ類の育房、オオホシヒラタアブ、オオハ

ナアブ、キゴシハナアブ、ナミハナアブ、ツマグロキンバエ、ユスリカの一種、ヤド

リバエの一種、 蜘蛛 ジョロウグモと卵のう多数、シロカネイソウロウグモと卵の

う、アシナガグモ、ネコハグモ巣、鳥、その他 スズメ、ハシボソガラス、メジロ、シ

ジュウカラ、ジョウビタキ、カワウと幼鳥、カルガモ、ハジロカイツブリ、カンムリカイ

ツブリ、ホシハジロ、キンクロハジロ、マガモ、オカヨシガモ、、虫瘤（カラスウリクキフクレフシ、ヨモギクキワタフシ）、セスジアカムカ

デ、（菌）キンバエに寄生 次回１２月１４日(木) 午前9時30分 水資源機構・P前 雨天中止 参加費100円

カワウは子育て中

上 ： こ ど も

に与える魚

を捕って帰

ってきます

左 ： 左 側 が

大きくなっ

た幼鳥です

ムラサキシキブ実

２ mm ほどの小さな実が固まっ

てついています。

６月頃紫色の花が

固まって咲きます

オ オ ス カ

シ バ 幼 虫

ク チ ナ シ

の 葉 を 食

べます。

羽 化 し た

と き は 翅

に 鱗 粉 が

あ り ま す

が、羽ばた

き に よ り

失われ 、翅は透

明になります。

水に浮かぶ冬鳥
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オニグルミの冬芽と葉痕

冬芽を帽子のようにかぶった

羊の顔に似ています。


